
表 3-113.6「 H21環 境影響評価 書」による魚類確認種及び重要種

番 号 目 名 科  名 種  名 重 要種 のカテ ゴ リー

1 コ イ コ イ コ イ

2 ギンブナ ― (D)
3 キ ンブナ NT,C
4 オイ カ ワ

5 ウグイ

6 ニゴィ ― (C)
7 カマ ツカ ― (B)
8 ドジ ョウ ドジ ョウ ― (DD)
9 シマ ドジ ョウ C
10 ホ トケ ドジ ョウ EN,C
11 ナマ ズ ギ ギ ギバチ VU,B
12 スズキ ハ ヨど トウヨンノボ リ偽橙色型

合 計 3目 4科 12種 4種 (8種 )

注 1)重 要種のカテ ゴ リー欄
EN:絶 滅危惧 IB類 ,VU:絶 滅危惧 Ⅱ類,NT:準 絶滅危惧, DD(情 報不足)

(「 汽水・淡水魚類 レッドジス ト」 (2007年 環境省 ))

B:重要保護生物、C:要保護生物、D:一般保護生物
(「 千葉県 レン ドリス ト (動 物編 )」 (2006年 3月 千葉県))

2)重 要種のカテゴリー欄の ( )内 は、最新の国の レンドリス ト (2013年 )及 び千葉県レンドデ
ータブック (20H年 )でのランク (変 更のみ記載 )

出典 :「 君津環境整備セ ンター増設事業に係 る環境影響評価書J(平 成 21年 5月 新井総合施設株式会社 )

14.生 態系の状況

事業実施区域及びその周辺は、河川によって開析 された丘陵地がほとんどを占めて

お り、丘陵地上はコナラ群落 とスギ・ ヒノキ・サフラやアカマツの植林等の森林によ

つて覆われてお り、河川沿いは水 田や畑地 となっている。

これ らのことか ら、事業実施 区域及びその周辺の生態系は 「森林 一河川」を基盤 と

す る比較的多様性の高い生態系を構成 していると考えられ る。

15 景観の状況

事業実施区域周辺は、そのほとん どが丘陵地森林景観の間に河川景観が入 り込んだ

景観 を呈 してお り、丘陵地の一部にゴルフ場景観がみ られ るが、全体 としては比較的

自然性の高い景観 となつている。

「第 3回 自然環境保全基礎調査 千葉県 自然環境情報図」(平成元年 環境庁)に よる

と、事業実施区域周辺には非火山性孤峰、峡谷・渓谷、穿入蛇行河川、断崖・岩壁等

の 自然景観資源が確認 されてお り、その分布状況は図 3-1 15.1に 示す とお りであ

る。事業実施区域には、これ らの景観資源の分布はない。

表 3-1 15.1 自然景観資源の状況

3回 自然環境保全基礎調査 千葉県自然環境情報図」

種   別 名   称

非火 山性孤峰 大福 山

蕪来渓谷

梅 ヶ瀬渓谷峡谷・渓谷

笹川渓谷

養老川の穿入蛇行
穿入蛇 行 河川

小櫃川の穿入蛇行

断崖 ・岩 壁 坂畑の岩壁

出
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16.人 と自然 との触れ合いの活動の状況

事業実施 区域周辺の人 と自然 との触れ合いの活動の場の分布状況は、図 3-116.
1に示す とお りであ り、県立自然公園、 自然歩道、ハイキングコース、サイクリング

コース等が分布 している。事業実施区域には、これ らの活動の場の分布はないが、北

東約 500mに 位置す る大福 山周辺は県立 自然公園となっているほか、 自然歩道や展望

台が整備 されている。

また、「H21環境影響評価書」によると、平成 19年 H月 の体 日の 9時 から 13時に

行つた歩行者の流動状況調査結果は図 3-1-16.2に 示す とお りであ り、大福山展望台

入 口で 1,643人 /日 (往復)の利用者がみ られ、事業実施区域方向である西方向に向か

う利用者 (934人 )の うち林道大福 山線 との二叉路に向か う利用者は 5%未満 (43人 )

であ り、ほ とん どの利用者は梅 ヶ瀬渓谷の方へ流れている。

林 道養 老線

! 大 福 山 展 望 台  :

60 1 643
34 832- 811

87 654 696
養 老 川 自然歩 道

43 訂―寺¬乳1

il¬ :433i
:1  ´ャ   i

;|_と

“

■|

1,004
対 象 事 業

実 施 区 域

(処 分 場 )

1 588

76

・ 至 梅 ヶ瀬渓谷

59 25 84

3

6 63

林 道 坂 畑 線 20 57
23

林 道 大福 山線
LLLLL]はイRttT,l

内数
′
=́は断 1衛 合 計

(111イ 立 :人/11)

出典 :「 君津環境整備センター増設事業に係 る環境影響評価書」
(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社 )

図 3-116.2 歩行者の流動状況 (秋 季 :休 日)
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3-2 社会的状況

1 人口の状況

君津市及び市原市における平成 22年 10月 1日 現在の人口 。世帯数 。人 口密度の状

況は、表 3-2-1.1に 示す とお りである。君津市の人 口は 89,168人、市原市の人口

は 280,416人 である。人 口密度は、県平均の 1205.5人 /k這 と比べると、両市 とも 279,7

～761.6人 /k哲 と低い。

人 口の推移をみ ると、表 3-2-1.2に 示す よ うに、君津市は平成 2年 か ら 7年 にか

けて増加 したもののその後は漸減 し、平成 22年 には平成 2年 と同程度の人 口となった。

市原市は平成 2年か ら 7年 にかけてやや大き く増加 し、その後も微増 しなが ら横ばい

状態にある。

表 3-2-1.1 人 口・世帯数等の状況 (平成 22年 10月 1日 現在 )

市・県
人  口

(人 )

世帯数

(戸 )

人 口密度

(人 /止I)

面 積

(kだ )

君津市 89, 168 33,908 279 7 318.83

市原市 280,416 111,973 761 6 368,20

千葉県 6,216,289 2,515,904 1,205.5 5,156 60

注)面積は国土地理院の 「全国都道府県市区町村別面積調」による

出典 :「 平成 26年 千葉県統計年鑑J(平成 27年 3月 千葉県 )

表 3-2-1.2 人 口の推移

(単位 総人口:人 伸び率 :%)

注)伸 び率は平成 2年 を 100と した場合の値 (%)
出典 :「 平成 26年 千葉県統計年鑑J(平成 27年 3月 千葉県 )

市 。県 年 平成 2年 平成 7年 平成 12年 平成 17年 平成 22年

君津市
総人 口 89,242 93,216 92,076 90,977 89,168

伸び率 100 104.5 103.2 101 9 99.9

市原市
総人 口 257,716 277,061 278,218 280,255 280,416

伸び率 100 107 5 108.0 108,7 108.8

千葉県
総 人 口 5,555,429 5,797,782 5,926,285 6,056,462 6,216,289

伸び率 100 104.4 106 7 109,0 111.9
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2.産業の状況

(1)産業分類別就業者数

君津市及び市原市の産業別就業者数は表 3-2-2,1、 構成比は図 3-2-2.1に

示す とお りである。第一次産業は君津市、市原市それぞれ 1,2%、 0.6%、 第二次産

業は 34.3%、 35.3%、 第二次産業は 64.6%、 64.0%と なつてお り、両市 とも第二次

産業の割合が最 も多い。

表 3-2-2.1 産業別就業者数 (平成 24年 )

注)数値は平成 24年 2月 1日 現在の総務省統計局 「経済センサスー基礎調査」による

出典 :「 平成 26年 千葉県統計年鑑J(平成 27年 3月 千葉県)

100%

80%

60%

40X

20X

OX

口第一次産業

□第二次産業

国第三次産業

君津市

図 8-2-2.1

市原市     千葉県

産業別就業者数 の割合

区   分

君津市 市原市 千葉県

就業者数
(人 )

構成比
(%)

就 業者数

(人 )

構成比
(%)

就業者教
(人 )

構成比
(%)

第一次産業 農 林 漁 業 431 12 700 0.6 11,875 0,6

第二次産業

鉱業,採 石業,砂利採取業 230 0,6 41 0,0 835 0.0

建 設 業

製 垣 業

4,595 12,4 13,036 12.0 154,418 7.6

7,910 25,163 248,092 12. 1

総    数 12,735 34.3 38,240 353 403,345 19, 7

第二次産業

電気・ガス・熱供給・水道業 142 04 451 0.4 6,836 0.3

28,366情報通信業 14 0.0 566 0,5

運輸業,郵 便業 2,769 74 8,037 7.4 159,646 7.8

卸売業,小 売業 5,936 16 0 18,637 17.2 439,850 21 5

2.4金融業,保 険業 556 1.5 1,334 1 2 48,695

不動産業 ,物 品賃貸業 700 19 1,949

2,683

18 53,856 2.6

学術研究,専門・技術サービス業

宿泊業,飲 食サー ビス業

1, 151 3 1 25 48,317 24

3,624 9.7 8,971 8.3 219,695 10 8

生活関連サー ビス業,娯 楽業

教育・学習支援業

2,409

934

6.5 6,291

2,360

58 135,404 6.6

25 2.2 73,279 36

医療,福祉 3,052 8.2 9,488 231,178 11,3

複合サー ビス事業 193 0.5 335

8,184

03 10,156 0,5

サービス業(他 に分類されないもの) 2,531 6.8 7.6 172,124 84

総    数 24,011 64 6 69,286 64.0 1,627,402 79 7

合   計 37,177 100 0 108,226 1 100.0 2,042,622 100.0
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(2)農  業

君津市及び市原市の農家数は、表 3-2-2.2に 示す とお りである。農家数は君津

市 2,781戸 、市原市 4,434戸 であるが、両市 とも 60%以上は農業が従の販売農家で

あ り、 自給的農家は 30%台 となっている。

また、販売農家の経営耕地面積についてみると、表 3-2-2.3に 示す とお り、君

津市は田が 87.2%、 畑が 10.3%、 樹園地 2.4%、 市原市は田が 79。 4%、 畑が 17.0%、

樹園地 3.6%で あ り、両市 とも経営耕地の大部分を田が占めている。

表 3-2-2.2 農家数 (平成 22年 )

市・県 区  分 総農家教 自給的農家 販売農家

君津市
戸数 (戸 ) 2,781 930 1,851

比率 (%) 100.0 33 4 66.6

市原市
戸数 (戸 ) 4,434 1,656 2,778

比率 (%) 100 0 37 3 62.7

千葉県
戸教 (戸 ) 73,716 19,254 54,462

比 率 (%) 100 0 26.1 73,9

出典 :「 2010年 世界農林業センサス結果概要 (平 成 22年 2月 1日 現在 )」

(千葉県総合企画部ホームページ)

表 3-2-2.3 経営耕地面積 (販 売農家)(平成 22年 )

出典 :「 平成 26年 千葉県統計年鑑」 (平 成 27年 3月 千葉県 )

市・県 区  分 総面積 田 畑 樹 園地

君津市
面積 (a) 210,975 184,073 21,814 5,088

比率 (%) 100.0 87 2 10,3 2.4

市原市
面積 (a) 304,539 241,727 51,817 10,995

比率 (%) 100 0 79 4 17.0 3.6

千葉県
面積 (a) 8,669,815 5,735,001 2,623,709 311,105

比率 (%) 100,0 66 1 30.3 3.6
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(3)工  業

君津市及び市原市の平成 25年の工業の状況は、表 3-2-2.4に 示す とお りであ

り、事業所数は君津市 84、 市原市 271、 従業者数は君津市 7,391人 、市原市 20,858

人、製造品出荷額等は君津市 7,945億 円、市原市 4兆 6,926億 円 とな t,て いるυ

表 3-2-2.4 工業の状況 (平成 25年 )

項 目

市・県
事業所数

従業者数

(人 )

製造品出荷額等

(万 円)

君津市 84 7,391 79,450,761

市原市 271 20,858 469,255,449

千葉県 5,223 199,586 1,300,329,740

注)従 業員 4人 以上の事業所対象

出典 :「 平成 25年 工業統計調査結果確報J(平成 25年 12月 31日 現在)(千 葉県総合企画

部ホームページ)

(4)商  業

君津市及び市原市の平成 24年 の商業の状況は、表 3-2-2.5に 示す とお りであ

る。商店数は君津市 533、 市原市 1,455、 従業者数は君津市 4,431人 、市原市 13,014

人、年間商品販売額は君津市 1,202億 円、市原市 3,136億 円となっている。

表 3-2-2.5 商業の状況 (平成 24年 )

項 目

市・県

商  店  数 従業者教

(人 )

年間商品販売額

(万 円 )総 数 卸売業 小売業

君津市 533 98 435 4,431 12,020,342

市原市 1,455 297 1,158 13,014 31,359,031

千葉県 35,664 7,613 28,051 309,339 1,003,112,629

出典 :「 平成 26年 千葉県統計年鑑」 (平成 27年 3月 千葉県)
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3.土地利用の状況

(1)土地利用の現況

君津市及び市原市の地 目別土地面積の状況は、表 3-2-3.1及 び図 3-2-3.1
に示す とお りである。君津市では山林の割合が最 も高 く、次いでその他、田の順 と

なっている。

事業実施区域の地 目は、山林 となっている。

表 3-2-3.1 地 目別土地面積の状況 (平成 26年 1月 1日 現在 )

注)そ の他は、雑種地、池沼、牧場、公有地を含む。
出典 :「 平成 26年 千葉県統計年鑑J(平成 27年 3月 千葉県)
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図 3-2-3.1 地 目別土地面積の状況 (平成 26年 1月 1日 現在 )

市・県 区  分 総 数 田 畑 宅 地 山 林 原 野 その他

君津市
面積 (kポ) 318,830 29,646 10,546 24,838 125,224 12,385 116,191

比率 (%) 100.0 9,3 3.3 7.8 39.3 3.9 36.4

市原市
面積 (kピ) 368,200 43,361 24,035 56,149 83,999 9,506 151,150

比 率 (%) 100.0 11.8 6.5 15.2 22.8 2.6 41 1

千葉県
面積 (kポ ) 5,155,162 853,625 624,235 787,958 1,038,185 133,159 1,723,000

比率 (%) 100.0 16.6 12. 1 15.3 20,0 2.6 33.4
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(2)土地利用計画の状況

7.土 地利用基本計画

事業実施区域及びその周辺における国土利用計画法に基づ く土地利用基本計画の

策定状況は、図 3-2-3.2に 示す とお りである∩

事業実施区域周辺は、農業地域、森林地域、白熱公園地域及び 自然保全地域 とし

ての土地利用計画が策定 されている。

事業実施区域は農業地域及び森林地域 としての土地利用計画が策定されてお り、

全域が地域森林計画対象民有林に指定 されている。

イ.用途地域

事業実施区域及びその周辺には、都市計画法に基づ く用途地域の指定はない。
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図 3-2-3.2 土地利用基本計画図

5  地  域
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森 林 地 域

国  有  朴
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出典 :|千葉県土地利用基本計画図J(平成22年 3月

「
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4 河川、湖沼及び海域の利用並びに地下水の利用の状況

(1)河川、湖沼の利用状況

小櫃川下流の小櫃堰近 くに君津広域水道企業団の取水 日が存在す る。事業実施区

域の雨水が流入Jる 御腹川は、小櫃川の取水 口より上流で合流 している。

小 IF星サ十1及 ぴ養老川には表 3-2-4.1及 び図 3-2-4.1に 示す漁業権が設定 され

ているが、事業実施区域の雨水が流入する御腹川には漁業権の設定はない。

御腹川流域では御腹川の河川水を灌漑用水 として利用 しているが、事業実施区域

に最も近い水田は、図 3-2-4.2に 示すように事業実施区域か ら約 2 km下 流の君津

市の福野集落北西側に分布 している。

表 3-2-4.1 漁業権の内容

出典 :「 千葉県における漁業権の概要 (平 成 25年度版)」 (平成 25年 9月 千葉県農林水産部水産局 )

(2)地下水の利用状況

君津市及び市原市における平成 25年 の地下水の利用状況は、表 3-2-4.2に 示

す とお りである。君津市では 184本の井戸が稼働 してお り、揚水量は水道用の利用

が最も多い。また、市原市では 483本 の井戸が稼働 してお り、揚水量は農業用の利

用が最 も多い。

表 3-2-4.2 地下水の利用状況 (平成 25年 )

市・県
地下水揚水量 (ポ /日 ) 井戸稼働

本  数工業 用 ビル 用 水道用 農業用 その他 計

君津市 1,716 82 13,534 6,380 1,966 23,678 184

市原市 3,627 735 20,306 24,143 1,010 49,821 483

千葉県 54,005 13,639 273,777 140,302 14,454 496,176 3,268

出典 :「 平成 25年 市町村別・用途別地下水揚水量」 (千 葉県環境生活部水質 l呆 全課ホームページ)

事業実施区域の南南東約 2 kmに位置する蔵玉地区及び南西約 2.5 kmに位置する坂

畑地区には、地下水を水源 とす る上水道の配水場があ り、各地区に配水 されている。

また、図 3-2-4.2に 示すように事業実施区域の北約 1,O kmの 君津市福野地区に

は地下水を水源 とした簡易水道が整備 されている。この簡易水道は 1996年 に整備 さ

れ、井戸の深 さは 210m(ス トレーナは 144～ 210m)である。なお、簡易水道整備

以前は各戸で井戸を利用 してお り、現在 も使用 している家がある。

さらに、現在運営中の処分場 も井戸水を利用 してお り、揚水量は最大 150ポ /日 程

度で、管理棟の生活用水 (5～ 10ポ /日 )、 管理道路及び林道の散水 (5～ 20だ /日 )

に利用 している。

漁業権 免許番号及び種類
漁業権者

(漁業協同組合 )

存続期間 漁業権魚種

共 同

漁業権

内共第 1号
(養老川 )

第5種 養老川
H25.9 1か ら

H35,8.31ま で

あゆ、こい、ふな、おいかわ、うぐ
い、 うなぎ、わかさぎ

内共第 2号
(小櫃川 )

第 5種 ′lヽ 櫃 川

H259.1か ら

H35.8,31ま で

あゆ、こい、ふな、おいかわ、うぐ
い、 うなぎ、にじます、わかさざ
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図 3-2-4.1 漁業権設定ⅢJ川

出典 i「千葉民におIす る漁業確の概要 (平成25年度版)」

(平成25年9月 千葉県農林水産詢;水産局)
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5.交通の状況

(1)交 通網の状況

事業実施区域周辺の交通網は、図 8-2-5.1に 示す とお りである。

主要な道路 としては、一般国道 410号 があ り、調査地域では事業実施区域の西方

を南北に縦断 している。また、一般国道 410号 と平行 して JR久留里線が、事業実

施区域の東側には小湊鉄道が、それぞれ南北に走っている。

事業実施区域は主要な道路には接 してお らず、南側約 2 kmに一般国道 465号 が東

西方向に通過 している。

(2)交 通量の状況

事業実施区域周辺の自動車交通量は、表 3-2-5,1に 示す とお りである。

廃棄物搬入車両の走行ルー トである主要な道路の平 日交通量は、一般国道 410号

(地 点 2:久留里市場 543)で 6,077台 /12時間 (8,690台 /24時間)と なっている。

事業実施区域の近傍 についてみると、事業実施区域の南側を東西に通過する一般

国道 465号の坂畑 (地 点 4)では 1,802台 /12時間 (2,433台 /24時間)と なつてい

る。大型車混入率をみると、一般国道 410号 (地点 2)で 10,4%、 一般国道 465号

の坂畑 (地 点 4)で 10,9%と なっている。

(3)自 動車交通量の推移

自動車交通量の推移は表 3-2-5,2及 び図 3-2-5,2に 示す とお りであり、一

般国道 410号 の久留里 (地点 2)は減少傾向にある。国道 465号の坂畑 (地点 4)

は、やや減少 してきているが、平成 22年は増加 している。 これは平成 22年以前は

1国 道での観測であ り、平成 22年 は新道に調査地点を変更 したことによる。
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表 3-2-5,1 自動車交通量 (平成 22年度 )

注 1)交 通量は平 日の自動車交通量を示す。
2)(主 ):主 要地方道 (県 ):一般 県道

3)番号は図3-251の 番 号に対応する。

出典 :「 平成 22年度道路交通センサス ー般交通量調査結果」(国 土交通省ホームページ)

番 号 路線名 交通量観測地点名
調査単

位区間

番 号

昼間 12時間

自動車類交通量

(台 )

24時間

自動車類交通量

(台 )

昼間
12時間
大型車

混入率

(%)

平成 17年度

昼間12

日寺間自

動車類

交通量

(台 )

24日寺間

自動車類

交通量

(台 )小型車 大型車 合計 小型車 大型車 合計

1 一般国道410号 君津市大坂 796 11830 1,467 176 1,643 2,024 325 2,349 107 1,891 2,307

2 一般国道410号 君津市久留里市場 543 11840 5,444 633 6,077 7,506 1,184 8,690 10,4 6,466 7,889

3 一般国道465号 夷隅郡大多喜町伊保田 12080 1,482 188 1,670 1,938 317 2,255 11 3 2,160 2,722

4 一般国道465号 君津市坂畑 383-8 12090 1,605 197 1,802 2,097 386 2,433 10,9 232 318

5 (主)大多喜君津線 市原市石神 581 41040 1,427 157 1,584 1,828 184 2,012 99 1,392 1,726

6 (主)大多喜君津線 市原市菅野 133地先 41050 1,992 206 2,198 2,548 243 2,791 9,4 3,339 4,241

7 (主)大多喜君津線 君津市久留里市場 923 41060 2,231 242 2,473 3,070 466 3,536 98 3,339 4,241

(主 )市原天津小湊線 大多喜町字葛藤 1229 42350 1,527 85 1,612 1,967 209 2,176 53 1,999 2,479

(県 )加茂木更津線 君津市末吉 5833 60970 3,421 1,455 4,876 4,752 1,831 6,583 298 4,793 8,100

10 (県 )南総月出線 市原市古敷谷 1820 61200 549 47 596 700 57 757 7,9 591 751

11 (県)小田代勝浦線 大多喜町小沢又 61280 1,009 91 1,100 1,288 109 1,397 83 649 824
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表 8-2-5。 2 自動車交通量の推移 (12時 間交通量 )

地点 2、 4、 7は平成 22年 に観測地点 (地 番)が 変更 された。

(主 ):主要地方道  (県 )|一般県道

番号は図 3-2-5 1の 番号に対応す る。

「平成 17年 度道路交通セ ンサ ス ー般交通量調査結果J(国 土交通省ホームペー ジ )

「平成 22年度道路交通セ ンサス ー般交通量調査結果J(国 土交通省ホームペー ジ)

台/12時 間

8,000

7,000

自
動
車
交
通
量

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,l)υ l)

― 地点 1

B― 地点2

地点3

-斜一地点4

-士 也′点5

。 地点6

-地 点7

-地 点8

-藩 地点υ

…
地点 10

-地 点 11

0

平成 H年 平成17年 平成22年

図 3-2-5.2 自動車交通量 (12時間交通量)の 推移

番 号 路線名 交通量観測地点名 羽戎11年 平成17年 羽戎22年

1 一般国道 410号 君津市大坂 796 1,235 1,891 1,643

2 一般国道 410号
君津 市 欠留 里市場 509 6,779 6,466

君岸市夕、留里市場 548 6,077

3 一般国道 465号 夷隅郡大多喜町伊保 田 1,775 2,160 1,670

4 一般国道 465号
君津市坂畑 86 508 232

君津市坂畑 3838 1,802

5 (主)大多喜君津線 市原市石神 581 1,389 1,392 1,584

6 (主 )大多喜君津線 市原市菅野 133地 先 2,198

7 (主 )大多喜君津線
君津市久留里 726 3,370 3,339

君津市久留里市場 923 2,473

8 (主)市原天津小湊線 大多喜町字葛藤 1229 1,378 1,999 1,612

（
υ (県 )加帝木可津線 君津市末吉 5833 4,793

10 (県)南総月出線 市原 市古敷谷 1820 591 591 596

11 (県 )/卜 田代勝浦線 夷隅郡大多喜町小沢又 649 649 1,100

Ⅲ一____

靴
◇
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(4)鉄道の運輸状況

事業実施区域周辺の鉄道駅の 1日 平均運輸状況は、表 3-2-5.3に 示す とお りで

ある。

事業実施区域の最寄 り駅は 」R久留里線の上総亀山駅であるが、平成 24年 3月

17日 より無人駅 となっている。

表 8-2-5.3 鉄道の 1日 平均運輸状況 (平成 25年度 )

鉄道名 駅  名
乗 車 人 員 (人 )

計 普 通 定期

」R久留里線
久留里 456 66 390

上総亀 山

小湊鉄道

飯 給 4 4 0

月 崎 11 5 6

上総大久保 10 4 6

養老渓谷 107 81 26

注)上総亀山駅は平成 24年 3月 17日 より無人駅であ り、乗車人員は公表 されていない。
出典 :「 平成 26年 千葉県統計年鑑」 (平成 27年 3月 千葉県 )
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6 環境保全についての配慮が必要な施設及び住宅の分布状況

(¬ )環境保全上配慮が必要な施設の配置の状況

事業実施 区域及びその周辺における学校・幼稚園、病院、保育園、老人ホーム等

の静穏な環境が必要 とされる施設の分布状況は、表 3-2-6.1及 び図 3-2-6.1
に示づ とお り Gあ る。

事業実施区域に近い施設 としては、北方約 l kmに 福野自治会館、南西約 2 kmに 亀

山保育園がある。

また、廃棄物搬入車両の走行ルー トにあたる国道 465号付近には榎本医院が、林

道坂畑線付近には亀山保育園が分布 しているが、榎本医院は道路か ら約 20m、 亀山

保育園は道路か ら約 35mの ところに位置 している

表 3-2-6.1 環境保全上配慮が必要な施設

市 種  別 番 号 施設名 備  考

君

津

市

教 育 施 設 1
坂畑小学校

亀山中学校

病    院 2 榎本医院
整形外科、内料、 リハ ビリテー

シ ョン科

保 育 園 3 亀山保育園 定員 40

コ ミュニテ ィ施設

4 高水 自治会館

5 坂畑 自治会館

6

上総公民館亀山分室

亀山コ ミュニテ ィセ ンター
会議室、不日室、調理室、談話室、

工芸室等

7 釜生集会所

8 福野 自治会館

9 怒 田青年館

10 川俣青年館

市

原

市

保 育 園 11 白鳥保育所 定員 30

コミュニテ ィ施設

12 石塚塗民館

13 大久保町会会館

14 白鳥公民館 和室、講堂等

15 折津町会会館

16 根向公民館

17 黒川 自治会館

18 戸面青年館

19 夕木公民館

注)誉号は凶 3-2-6 1の 番号に対応する。

出典 :「 いつも NAVIJ(ゼ ンリンデータコムホームページ)

君津市、市原市ホームページ

(2)集落、住宅の状況

事業実施区域及びその周辺の住宅の分布状況は、図 3-2-6.2に 示す とお りであ

る。

事業実施区域に近い集落は、北方に福野集落や南方に蔵玉集落があるが、いずれ

も、事業実施区域から l km以 上離れている。
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7 .下水道の整備状況

君津市及び市原市の平成 24年度における公共下水道の整備状況は、表 3-2-7.1
に示す とお りである。君津市の公共下水道の普及率 (人 口比)は 53.3%と 県平均よ り

も 17%程度低 くなっている。

下水処理区域は、君津市については都市計画法に基づ く用途地域内に限定されてお

り、事業実施区域及びその周辺は下水処理区域には含まれていない。

表 3-2-7.1 公共下水道の整備状況 (平成 24年度 :平成 25年 3月 31日 現在 )

注 1)人 口 :「住民基本台帳月報」に る 25年 3月 31日 現在の数値
2)君津市は、君津富津広域下水道組合により処理されている。
3)市原市は「平成 26年 千葉県統計年鑑」に平成 25年度の数値が掲載されているが、君津市は組合公表の最

新年度が平成 24年度であるため、市原市についても年次を揃えて平成 24年度の数値を掲載 した。
出典 i「平成 25年 千葉県統計年鑑J(平成 26年 4月 千葉県 )

「君津富津広域下水道の整備状況」 (君津富津広域下水道組合ホームページ)

行政 区域

市・県 面積

(ha)

人 口

(千人 )

全体計 画

面積

(ha)

整備 面積

(ha)

処理人 口

(千人 )

整備率

(面 積比 %)
普及率

(人 口比%)

君津市 31,883 89 2,557 935 47.5 36.6 53.3

市原市 36,820 282 5,399 3,002 169,8 55.6 60,3

千葉県 515,662 6,240 103,167 58,192 4,412.6 56.4 70.7
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8 環境保全関係法令による指定及び規制等の状況

(1)環境保全関係法令による指定及び規制の概要

事業実施区域及びその周辺における環境保全関係法令等による指定及び規制の概

要は、表 3-2-8.1に 示す とお りである。

表 3-2-8.1 環境保全関係法令等による指定及び規制の概要

注)指 定・規制等に該当する場合はO、 該当しない場合は×を示す。

地 域 ・ 地 区 等

指定・規制等の状況

法   令   等事業

実施区域
周 辺

自
然
東
境
保
全

自然

公 園

等

国立公園 × X
自然公園法

国定公 園 × ×

県立自然公園 × ○ 千葉県立 自然公園条例

自然

環境

保全

地域

等

原生 自然環境保全地域 × ×

自然環境保全法
自然乗境保全地域 X ×

県自然環境保全地域 × ○

千葉県 自然環境保全条例郷土環境保全地域 × ×

緑地環境保全地域 X ×

鳥獣

保護

区等

鳥獣保護区 × ○
鳥獣の保護及び狩猟の適正化 に関す る法

律
特定猟具使用禁止区域 (銃 器 ) X ○

休猟区 X ×

公
宝

防
止

地
球

環

境
保
全

大気

汚染
環境基準 ○ O 環境基本法

環境基本法

水質

汚濁

環境基準 (水 域類型指定 ) × ○

排水基準 ○ O

廃棄物の処理及び清掃 に関す る法律 、千

葉県廃棄物処理施設の設置及び維持管理

に関す る指導要綱、君津市小櫃川流域に

係 る水道水源の水質の保全に関す る条例

土壌

汚染

環境基準 ○ ○ 環境基本法

農用地土壌汚染対策地域 × × 農用地の土壌の汚染防止等に関す る法律

騒 音

環境基準 (地域の類型指定 ) × × 環境基本法

騒音規制地域 × ○ 騒音規制法

指定地域以外の地域 ○ ○ 君津市環境保全条例

振 動
振動規制地域 × ○ 振動規制法

指定地域以外の地域 ○ ○ 君津市環境保全条例

悪 臭
悪臭規制地域 × × 悪臭防止法

指定地域以外の地域 ○ ○ 君津市環境保全条例

(勘
果ガス

温室効果ガス排出量の算定・報

告・公表制度
O ○ 地球温暖化対策の推進に関す る法律

国
土

保

全

急傾斜地崩壊危険区域 × O
急傾斜地の崩壊 による災害防止に関す る

法律

地すべ り防止区域 × × 地すべ り等防止法

砂防指定地

保安林

× ○ 砂防法

× O 森林法

文

イ監

財

史跡・名勝・天然記念物
× × 文化財保護法

× O 千葉県文化財保護条例

埋蔵文化財 × ○ 文化財保護法
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(2)自 然環境の保全に係る指定及び規制の状況

ア,自 然公園

千葉県立自然公園条例により事業実施区域の周辺に指定 されている自然公園の位

置等は、表 3-2-8.2及 び図 8-2-8,1に 示す とお りである。

事業実施区域には、 自然公園の指定はない。

表 3-2-8.2 自然公園の指定状況

公  園  名 指定年月 日 面積 (ha) 保護計画 関係市町名

県立養老渓谷奥清澄 自然公園 日召不日10,8.9 2,790
特別地域

普通地域

市原市、鴨川 市 、君津

市、大多喜町、

出典 :「 千葉県の自然公園」 (千葉県環境生活部 自然保護課ホームページ)、 他

イ.自 然環境保全地域等

千葉県 自然環境保全条例により事業実施区域の周辺に指定されている自然環境保

全地域の位置等は、表 3-2-8.3及 び図 3-2-8,1に 示す とお りである。

事業実施区域には、 自然環境保全地域等の指定はない。

表 3-2-8.3 自然環境保全地域の指定状況

出典 :「 千 県 然保護マ ップ」 ( 16年 3月 千葉県環境生活部 自 保 課 )

「千葉県の自然公園」 (千葉県環境生活部 自然保護課ホームページ)

ウ 鳥獣保護区等

鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律 により事業実施区域の周辺に指定 され

ている鳥獣保護 区等の位置等は、表 3-2-8,4及 び図 3-2-8.2に 示す とお りで

あるc

事業実施区城には、鳥獣保護区等の指定はない。

表 3-2-8.4 鳥獣保護区等の指定状況

名  称 所在地 面積 (ha) 期間終了年月 日

久留里鳥獣保護 区 君津市 640 平成 37.10.31

清澄山鳥獣保護 区 鴨川市、君津市 2,348 平成 291031
梅 ヶ瀬特定猟具使用禁止区域 (銃器 ) 市原市 41 平成 36.10.31

国本特定猟具使用禁止 区域 (銃器 ) 市原市 530 平成 34.10.31

出典 :「 平成 27年 度 千葉県鳥獣保護区等位置図」(平成 27年 11月 1日 現在)(千葉県 )

地 域 名
所 在 地

指定年月 日

面積 (ha)

(特別地区 )

地 域 の 概 要

梅 ヶ瀬渓谷 自然

環境保全地域

市 原 市
日召下日51.1 9

236.64

(20.0)

房総半島中部を代表するコナラ・クヌギ・

アカメガシフな どの落葉広葉樹の森

大福 山北部 自然

環境保全地域

市 原 市

平成 10.331
103,86

スダジイ・アカガシ等常緑広葉樹 とコナラ

等落葉広葉樹の混交林
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図 3-2-8,1 自然県坑保全に係る指定地等位置図
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出典 :「 千葉県の 自然公園 (千葉県ホームペー ジ)
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